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 石
　
井
　
町
　
長

　
町
民
の
皆
様
に
は
す
が
す
が
し

く
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
中
は
、
町
政
に
対
し
、
温

か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
日
本
代
表
の
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
出
場
決
定
や
富
士
山
の

世
界
文
化
遺
産
の
登
録
な
ど
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
が
数
多
く
あ
り
ま
し

た
。
　
中
で
も
、
二
○
二
○
年
の
東
京

五
輪
の
開
催
決
定
が
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
五
十
六

年
ぶ
り
二
度
目
の
五
輪
誘
致
で
あ

り
、
東
京
へ
の
招
致
活
動
を
含
め

て
日
本
全
体
が
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
一
方
、
経
済
的
波
及

効
果
が
期
待
さ
れ
る
反
面
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
の
遅
れ
を

懸
念
す
る
声
も
上
が
っ
て
い
ま

す
。
復
興
へ
の
道
の
り
は
長
く
険

し
い
も
の
で
あ
り
、
天
災
の
恐
ろ

し
さ
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
震
災
を
通
じ
て
痛
感
し
た

「
強
い
絆
」
で
心
を
ひ
と
つ
に
し

て
、
東
京
五
輪
開
催
を
盛
り
上
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
石
井
町
に
お
い
て
も
昨
年
、
危

機
管
理
能
力
を
向
上
し
、
危
機
管

理
体
制
の
強
化
を
進
め
る
た
め
、

課
の
再
編
を
行
い
「
い
の
ち
を
守

る
防
災
・
危
機
対
策
課
」
を
設
置

し
、
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
防
災
対
策
の
向
上
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
石
井
町
庁
舎

新
築
工
事
に
つ
い
て
、
建
設
か
ら

五
十
年
以
上
が
経
過
し
て
お
り
、

老
朽
化
に
加
え
耐
震
性
に
も
大
き

な
問
題
を
抱
え
て
い
る
現
庁
舎

を
、
災
害
に
強
く
、
住
民
の
皆
様

の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
支
え

る
防
災
拠
点
と
し
て
、
住
民
の

方
々
に
親
し
ま
れ
る
新
庁
舎
に
立

て
替
え
ら
れ
る
よ
う
進
め
て
お
り

ま
す
。

　
本
年
も
、
石
井
町
に
住
ん
で
良

か
っ
た
、
住
ん
で
み
た
い
と
い
わ

れ
る
よ
う
な
「
ず
っ
と
住
み
続
け

た
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

石
井
町
を
元
気
づ
け
る
施
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も

町
政
に
対
し
て
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

 　
　
　
　
　
　
 石
井
町
議
会
議
長

　
新
年
。
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満

ち
た
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
　
昨
年
は
、
４
月
の
淡
路
島
付
近

を
震
源
と
す
る
地
震
、
７
月
山
口

県
萩
市
並
び
に
　
月
伊
豆
大
島
と

１０

度
重
な
る
記
録
的
な
豪
雨
。
８
月

に
は
高
知
県
四
万
十
市
で
、
国
内

観
測
史
上
最
高
気
温
の
　
・
０
度

４１

を
記
録
す
る
な
ど
自
然
環
境
の
変

化
よ
っ
て
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
の

災
害
が
多
発
し
、
な
お
一
層
の
地

域
防
災
の
必
要
性
が
問
わ
れ
た
年

で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
私

た
ち
人
間
社
会
と
地
球
を
取
り
巻

く
環
境
が
著
し
く
変
化
し
た
こ
と

を
参
考
に
し
、
今
後
に
お
い
て

「
自
然
環
境
」
の
大
切
さ
を
も
学

び
、
将
来
へ
の
課
題
と
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
明
る
い
話
題
と
し
ま
し
て
は
、

６
月
に
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
、
９
月
に
は
、
I
O

C
総
会
に
お
い
て
二
○
二
○
年
夏

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が「
東
京
」

に
確
定
し
、　
年
ぶ
り
２
回
目
の

５６

開
催
地
と
決
定
し
ま
し
た
。
地
方

に
住
む
四
国
・
阿
波
の
住
民
と
し

ま
し
て
も
誇
ら
し
い
限
り
で
あ
り

ま
す
。
６
年
後
の
各
個
人
一
人
一

人
が
、
自
分
自
身
の
姿
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
微
笑
ん
だ
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
一
方
中
央
に
お
き
ま
し
て
は
、

第
２
次
安
倍
内
閣
発
足
後
、
安
倍

晋
三
首
相
が
語
る
日
本
を
支
え
る

「
三
本
の
矢
」（
金
融
政
策
・
財
政

改
革
・
成
長
戦
略
）
と
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
後
の
国
会
の
ね
じ
れ

状
態
が
解
消
さ
れ
た
と
言
い
つ

つ
、
ま
だ
、
地
方
に
於
い
て
は
成

果
が
見
え
ず
本
町
に
お
い
て
も
極

め
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中

で
、
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
住
み

よ
い
石
井
町
を
目
指
す
に
は
、
な

お
多
く
の
重
要
課
題
が
山
積
し
て

い
る
現
実
を
直
視
し
、
町
民
皆
様

の
ご
協
力
の
も
と
創
意
工
夫
を
重

ね
地
域
発
展
の
た
め
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
町
議
会
に
課
せ
ら

れ
た
課
題
で
あ
り
ま
す
。　

　
住
民
の
方
々
の
ご
期
待
に
答
え

ら
れ
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
努
力
す

る
覚
悟
で
す
の
で
今
後
と
も
町
議

会
に
対
し
て
、
皆
様
方
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
新
年
が
町
民
の
皆

様
方
に
と
り
ま
し
て
健
康
で
幸
せ

な
実
り
多
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と

を
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
初
春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。 

●
石
井
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正

等
に
伴
い
、
課
税
の
特
例
等
が
改

め
ら
れ
た
た
め
、
本
条
例
を
改
正

し
ま
し
た
。

●
石
井
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て　
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正

等
に
伴
い
、
課
税
の
特
例
等
が
改

め
ら
れ
た
た
め
、
本
条
例
を
改
正

し
ま
し
た
。

●
石
井
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及

び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
法
律
名
等

条
例
の
一
部
改
正

新
年
の

　
　ご
あ
い
さ
つ

議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
だだだだだだだだだだ
よよよよよよよよよよ

議
会
だ
よ
りりりりりりりりりりり

　
平
成
　
年
第
４
回
定
例

２５

町
議
会
を
平
成
　
年
　
月

２５

１２

４
日
か
ら
　
日
ま
で
の
９

１２

日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
本
定
例
会
に
提
出
さ
れ

た
議
案
は
、
す
べ
て
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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が
改
正
さ
れ
た
た
め
、
本
条
例
を

改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
い
じ
め
・
体
罰
等
防
止

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及

び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
法
律
名
が

改
正
さ
れ
た
た
め
、
本
条
例
を
改

正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
設
置
及

び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
石
井
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
許
可
を
受
け
て
多
量
の
一
般

廃
棄
物
を
処
分
し
よ
う
と
す
る
者

の
手
数
料
を
改
定
す
る
た
め
、
本

条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
立
公
園
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
飯
尾
川
公
園
い
し
い
ド
ー
ム
の

使
用
料
を
改
定
す
る
た
め
、
本
条

例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
消
費
税
法
及
び
地
方
税
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
消
費
税
率
及
び

地
方
消
費
税
率
が
改
め
ら
れ
る
た

め
、
水
道
事
業
に
よ
る
給
水
装
置

使
用
料
等
を
改
正
す
る
た
め
に
、

本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
教
育
委
員
会
委
員
任
命

の
同
意
に
つ
い
て

　
石
井
町
教
育
委
員
会
委
員
、
河

野
英
俊
氏
（
城
ノ
内
）
の
任
期
が

平
成
　
年
　
月
　
日
に
満
了
す
る

２５

１２

２５

こ
と
に
伴
い
、
そ
の
後
任
委
員
と

し
て
同
氏
を
再
任
す
る
こ
と
が
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
　
年
度
石
井
町
一
般
会
計

２５

補
正
予
算
（
第
４
号
）

補
正
額１

億
７
 ７
３
１
万
１
千
円

予
算
の
総
額

　
億
９
 ４
２
０
万
８
千
円

９０

●
平
成
　
年
度
石
井
町
国
民
健
康

２５

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

補
正
額１

億
６
 ５
６
３
万
１
千
円

予
算
の
総
額

　
億
１
 ５
６
２
万
８
千
円

３４

●
平
成
　
年
度
石
井
町
給
与
集
中

２５

管
理
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

補
正
額

△
５
１
８
万
９
千
円

予
算
の
総
額 ，，，，

　
億
９
 ５
０
１
万
２
千
円

１１

●
平
成
　
年
度
石
井
町
介
護
保
険

２５

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

補
正
額１

億
２
 ２
０
７
万
４
千
円

予
算
の
総
額

　
億
２
 ９
６
８
万
７
千
円

２５

親
和
会

　
　
会
　
長
　
　
近
藤
　
忠
夫

　
　
幹
事
長
　
　
谷
脇
　
孝
子

　
　
会
　
員
　
　
藤
田
　
高
明

　
　
会
　
員
　
　
山
口
　
性
治

同
志
会

　
　
会
　
長
　
　
川
端
　
義
明

　
　
幹
事
長
　
　
後
藤
　
忠
雄

　
　
会
　
員
　
　
久
米
　
伸
一

　
　
会
　
員
　
　
小
林
　
智
仁

み
ら
い
の
会

　
　
会
　
長
　
　
白
川
　
光
夫

　
　
幹
事
長
　
　
仁
木
　
孝

　
　
会
　
員
　
　
永
岡
　
英
治

公
明
党
　
　
　
　
梶
野
　
利
男

共
産
党
　
　
　
　
山
根
　
由
美
子

無
所
属
　
　
　
　
山
西
　
国
朗

，，，

人

事

補

正

予

算

BOSAI

【訓練内容】

【実施日時】
平成26年

1月18日（土）
午前9時～
【訓練会場】
石井中学校

グラウンド・体育館

　南海トラフ巨大地震を想定した、石井町防災訓練を実施します。
ご近所、自主防災会等でお誘い合わせのうえ、ご参加ください。
　南海トラフ巨大地震を想定した、石井町防災訓練を実施します。
ご近所、自主防災会等でお誘い合わせのうえ、ご参加ください。

●避難訓練
　午前8時45分～　新型全方位型スピーカー（デモ）による訓練の事前放送　
　午前9時00分～　訓練開始
　　午前9時に、新庁舎予定地に仮設置したスピーカーから訓練開始の放送が流れます。
　　各自主防災組織等で安否確認を行い、石井中学校まで避難してください。
●防災訓練・体験等
　午前9時30分～午前11時30分（予定）　◎温かいあめ湯・ふじっこちゃんからのプレゼントをご用意しています。
　　消防防災ヘリによる救出訓練（雨天中止）・地震体験車・消火訓練・ロープワーク等
　　自衛隊善通寺駐屯地所有の特殊車両の展示
※避難について
　石井中学校周辺の方は、できるだけ徒歩での参加をお願いします。周辺以外の方については、車で来られても訓
練にご参加いただけます。（駐車場：石井町役場・ＪＡ名西郡本所）
○今回、新型全方位スピーカーの実証実験を兼ねての訓練となります。大音量での放送となり、ご迷惑をおかけし
ますがご協力をお願いします。
※事前に石井ＣＡＴＶでの文字放送・自主防災会には、お知らせをいたしております。

　いのちを守る防災・危機対策課　☎674－1171

●避難訓練
　午前8時45分～　新型全方位型スピーカー（デモ）による訓練の事前放送　
　午前9時00分～　訓練開始
　　午前9時に、新庁舎予定地に仮設置したスピーカーから訓練開始の放送が流れます。
　　各自主防災組織等で安否確認を行い、石井中学校まで避難してください。
●防災訓練・体験等
　午前9時30分～午前11時30分（予定）　◎温かいあめ湯・ふじっこちゃんからのプレゼントをご用意しています。
　　消防防災ヘリによる救出訓練（雨天中止）・地震体験車・消火訓練・ロープワーク等
　　自衛隊善通寺駐屯地所有の特殊車両の展示
※避難について
　石井中学校周辺の方は、できるだけ徒歩での参加をお願いします。周辺以外の方については、車で来られても訓
練にご参加いただけます。（駐車場：石井町役場・ＪＡ名西郡本所）
○今回、新型全方位スピーカーの実証実験を兼ねての訓練となります。大音量での放送となり、ご迷惑をおかけし
ますがご協力をお願いします。
※事前に石井ＣＡＴＶでの文字放送・自主防災会には、お知らせをいたしております。

　いのちを守る防災・危機対策課　☎674－1171問

平成25年度 石井町防災訓練に参加しましょう平成25年度 石井町防災訓練に参加しましょう

会
派
所
属
名
簿

　
第
４
回
定
例
町
議
会
の

「
町
政
の
概
要
」
は
、
次
号

の
広
報
（
３
月
　
日
発
行
予

１５

定
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。



第１７６号 広 報 い し い （４）平成２６年１月１５日

 

日　時　１月２８日（火）
　　　　午後１時～４時
場　所　中央公民館２階実習室
相談人数　５名（先着順）
相談時間　１人約３０分
受付期間　１月２１日～２３日
　　　　（午前８時３０分～午後５時）
申込方法　総務課へ電話でお申し込
みください。
※原則として、初回の方を優先さ
せていただきます。
●問 総務課　☎６７４－１１１１

 

日　時　１月１６日（木）
　　　　２月２０日（木）
　　　　３月２０日（木）
健康相談（要予約）　午後１時～３時
体操教室　午後３時～４時
場　所　保健センター
対　象　町内在住の４０歳以上の方
参加費　無料
●問 保健センター　☎６７４－０００１

 

　どんなことでも一人
で悩まずにお気軽にご
相談ください。
　心配ごと相談は、石
井町社会福祉協議会
（石井町クリーンセンター内）で、
毎月第２・第４火曜日の午前９時
から正午まで開設しています。相
談無料、秘密は厳守します。
●問 石井町社会福祉協議会

☎６７４－０１３９

 

　地域包括支援センターは、高齢
者の皆さんが住み慣れた地域で安
心した生活を続けられるように支
援を行う総合機関です。介護保険

弁護士による町民無料法律相談

健康相談・体操教室

心配ごと相談

地域包括支援センター

の他にも高齢者やその家族からの
さまざまな相談に応じ、必要な情
報提供やサービス調整を行いま
す。お気軽にご相談ください。

 

 

　ごみ処理手数料の改定額（処分
のみをする場合）

※改定するのは、
ごみの許可業者
や事業者自らが
町の処理施設へ
ごみを持ち込ん
だ際に係る手数
料です。
●問 清掃センター　☎６７４－６８４２

 

　徳島西火葬場（徳島行道㈱）のみ
１体（１胎・１件）あたり

●問 福祉生活課　☎６７４－１１１６

高川原福祉会館だより

平成２６年４月１日から
ごみ処理手数料を改定します

平成２６年４月１日使用から
火葬場使用料が変わります

　平成26年４月末の口座振替分か
ら、割引額のより大きな「２年前
納」がご利用いただけます。「２年
前納」は口座振替のみご利用が可
能です。
申込み期限　毎年２月末まで
●問 詳しくは、住民課（☎６７４－
１１１４）またはお近くの年金事務所
へお問い合わせください。

 

　現在、見守り対象者の相談活動
のために、重点的に訪問調査活動
を行っております。個人情報は守
られますので、訪問調査に対して
ご協力ください。
　また、生活にお困りの方、悩み
ごと相談がある方は、下記にてご
相談を受けております。
●問 福祉生活課　☎６７４－１１１６
　石井町社会福祉協議会

☎６７４－０１３９

 

　国民年金の第１号被保険者で年
間６０日以上農業に従事する６０歳未
満の人は、だれでも加入できます。
農業者年金の特徴・メリット
・少子高齢化時代に強い積立方式
（確定拠出型）の年金です。
・終身年金で８０歳までの保証付き
です。
・公的年金ならではの税制上の優
遇措置があります。
・農業の担い手には、手厚い政策
支援（保険料の国庫補助）があり
ます。
・保険料の額は自由（月額２万円
～６万７千円）に決められます。
（注意）
　農業者年金に加入される人は、
国民年金の付加年金（月額４００円）
への加入も必要となります。
●問 農業委員会事務局

☎６７４－７５０７

民生・児童委員活動について

農業者年金に加入しませんか

暮らし

担当地域包括支援センター担当地区

石井東部
地域包括支援センター

石井町石井字城ノ内５６３番地
☎６７４－７２６５

石井地区
（重松除く）
高川原地区

石井西部
地域包括支援センター

石井町浦庄字上浦１５７番地１１
☎６７５－３７２２

石井（重松）地区
浦庄地区
高原地区
藍畑地区

高川原福祉会館　☎６７４－０４０３場　所

人権相談職業相談

２月１３日（木）
３月１３日（木）

１月１６日（木）
３月１３日（木）

日　程

午後１時～４時午後１時半～３時半時　間

石井町人権擁護委員ハローワーク職員相談員

子育て支援
（こどもネット石井と連携）

「成年後見」
無料相談

２月１９日（水）
１月２７日（月）
２月２４日（月）

日　程

午前１０時半～正午午後１時半～３時時　間

講演｢マナー『パートⅡ』｣
講師：芳川佳久さん（光明寺住職）

行政書士（コスモス成年後
見サポートセンター）相談員

額単位種別
３，５００円０．５トン車以下

ごみ
７，０００円１．０トン車以下
１４，０００円２．０トン車以下

以下１．０トン増すごとに
７，０００円を加算した額

金額区分

２０，０００円１０歳 以 上

１０，０００円１０歳 未 満

４，５００円死 産 児

１，５００円身体の一部

国民年金保険料の納付方法として
「２年前納が（口座振替）」が

始まります
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見直そう、生活習慣！
～あなたの血管は大丈夫？～
日　時　１月１９日（日）
　　　　午前１０時～午後２時
場　所　中央公民館全館
内　容　日浅芳一先生（徳島赤十
字病院院長）の特別講演「減らそ
う！塩分とカロリー」／健康づく
りコーナー（詳細はP１１を参照）
◎簡単な軽食をご用意しています。
◎石井町健康マイレージ対象事業
●問 保健センター　☎６７４－０００１

 

　徳島に住んでいる外国人の英語
の先生方によるユーモアたっぷり
の英語劇『ファインディング　ニモ』
日　時　２月２２日（土）
　　　　午後４時～午後６時
場　所　中央公民館
入場料　無料
主　催　石井町国際交流協会
●問 教育委員会　学校教育課

☎６７４－７５０５

 

日　時　３月２３日（日）
　　　　午前９時～
集合場所　OKいしいパーク（飯尾川公園）
コース　約６㎞・約４㎞・
　　　　約２㎞コース
参加者　ウォーキング愛好者
参加費　無料
☆参加者には、景品が当たるお楽
しみ抽選があります。
お申込み　３月２０日（木）
までに、いしいスポーツ
クラブ（☎６７４－３０８１）
へお申し込みください。

ＡＪＥＴ英語ミュージカル

第４回いしい健康ウォーキング大会

試験日
教育委員会臨時職員等　２月１５日（土）
石井町臨時職員　　２月１６日（日）
受　付　１月２７日（月）～
　　　　２月７日（金）
　　　　午前８時３０分～午後５時
　　　　（土・日曜日を除く）
職　種　一般事務・教育委員会関
係事務・図書室司書・保育士・幼
稚園教諭・スポーツ指導員・用務
員・調理員・作業員・公民館分館
職員（非常勤）など
●問 詳しくは、石井町ホームページ
または総務課☎６７４－１１１１、教育
委員会☎６７４－７５０５まで

 

　申請書の交付および受付は、給
食センターで行います。
受付期間　２月３日（月）～１７日（月）
　　　　午前８時３０分～午後５時
　　　　（土・日・祝祭日を除く）
◆給食用納入物資内訳
冷凍食品・乾物・缶
詰／精肉・鶏肉・加
工品／青果物（米・
野菜・果実）／鮮魚
練製品／豆腐・油揚
げ／調味料
●問 給食センター　☎６７５－１２１０

 

　石井町選挙管理委員会では、若
い方に選挙を身近に感じていただ
くために、新成人や２０歳代の方々
の投票立会人を募集しています。
　立ち会いをする場所は自分の投
票する投票所で、立ち会いをする
日時は、投票当日（午前７時～午
後８時）です。
応募資格
　２０歳代で石井町の選挙人名簿に
登載されている方
報酬額　１３，０００円
　　　　（昼食・夕食付き）
応募方法　登録申込書を記入し、
石井町選挙管理委員会（役場住民
課）へ提出してください。
●問 住民課　選挙担当　☎６７４－１１１４

平成２６年度給食用物資納入業者
登録申請の受付

２０歳代の投票立会人募集

 

　徳島ファミリ
ー・サポート・
センターは、
「子育ての応援
をしてほしい」と思う方、「少しは
子育ての応援ができる」と思う方
が会員登録をし、子育ての相互援
助を有料で行うところです。（会
員登録は無料です。）
●出張説明・登録会を開催します
日　時　１月２３日（木）
　　　　午後１時～４時
場　所　石井町役場２階第２会議室
◎印鑑をお持ち下さい。
●問 徳島ファミリー・サポート・セ
ンター☎６１１－１５５１または、すく
すく子育て課☎６７４－１６２３

 

　創立３０周年を迎えた放送大学で
は平成２６年度第１学期（４月入学）
の学生を募集中です。
　放送大学は、テレビ等の放送や
インターネットを通して学ぶ通信
制の大学です。心理学・福祉・経
済・歴史・文学・自然科学など、
幅広い分野を学べます。
出願期間　２月２８日まで
　資料を無料で差し上げていま
す。お気軽に放送大学徳島学習セ
ンター（☎６０２－０１５１）までご請求
ください。

 

　求職者支援制度は、雇用保険を
受給できない求職者の皆さんを対
象に、職業訓練（介護・パソコン・
医療事務）などを通じて、早期就
職を支援する制度です。徳島公共
職業安定所では、求職者支援訓練
の受講に関する説明会を次のとお
り開催します。ぜひご参加くださ
い。（事前予約不要）
●「求職者支援訓練受講説明会」
の開催日時
１月２１日（火）１０時～１１時３０分
２月３日（月）１０時～１１時３０分
２月１７日（月）１０時～１１時３０分
３月３日（月）１０時～１１時３０分
●問 徳島公共職業安定所（徳島市出
来島本町１丁目５番地）

☎６２２－６３７４

徳島ファミリー・サポート・センター
出張説明・登録会

放送大学４月生募集

求職者支援制度をご存じですか

「お知らせ」は、こちらからお読みください

Information

催　し

お知らせ

募　集

第３１回石井町健康まつり

平成２６年度石井町臨時職員・教育委員会
臨時職員等の募集について

平成２６年度石井町臨時職員・教育委員会
臨時職員等の募集について
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★申告書はご自分で書いて、できるだけ郵送等で提出してください。
★国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で所得税及び復興特別所得税、贈与税並びに個人事業者の
消費税（地方消費税を含む）の申告書を作成することができます。ぜひご利用ください。
★納期限までに最寄りの金融機関で納付を済ませてください。
★振替納税を利用している方は、確実に残高の確認をしてください。

２４時間いつでも利用可能
（所得税の確定申告期間中は、２４時間e-Taxの利用が可能です（メンテナンス時間を除く）。）
●問 詳しくは、徳島税務署（☎６２２－４１３１）または国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）

★受付時間は午前９時～午後４時まで。（午後４時以降は受付できません。）
★この期間、徳島税務署庁舎内には、確定申告会場を設けておりません。
★アスティとくしまの駐車場については、有料（１日２００円）となりますので、ご理解とご協力をお願いします。

■１ 　自宅からネットで申告
税務署に行かなくても、国税庁ホームページの「確定
申告書等作成コーナー」で申告書を作成し、自宅から
ネットで提出（送信）できます。

■３ 　添付書類の提出を省略
確定申告をｅ-Taxで行う場合、医療費の領収書など
は、その記載内容を入力して送信することにより、
書類の提出又は提示を省略することができます。
（法定申告期限から５年間、税務署から提出又は提
示を求められることがあります。）

■４ 　２４時間いつでも利用可能

所得税及び復興特別所得税の申告期間中は、２４時間
e-Taxの利用が可能です（メンテナンス時間を除く）。

■２ 　還付がスピーディー
ｅ-Taxで申告された還付申告は３週間程度で処理し
ています。
※自宅等からｅ-Taxで１月・２月に申告した場合は、
２～３週間程度で処理しています。

贈与税の申告がｅ-Ｔａｘでより便利に
　贈与税の申告も、「確定申告書等作成コーナー」で申告書を作成し、作成したデータをｅ-Taxを利用して送信で
きるようになりました（平成２４年分以降）。

振替納税の方の口座振替日申告・納付期限税　　　　目
４月２２日（火）３月１７日（月）所 得 税 及 び 復 興 特 別 所 得 税
４月２４日（木）３月３１日（月）個人事業者の消費税及び地方消費税

口座振替は利用できません３月１７日（月）贈　 与　 税

徳島税務署からのお知らせ

期　　　　　　間会　　　　　　場
１月２７日（月）～３月１７日（月）３階第２特別会議室
（土・日・祝日を除く。ただし、２月２３日及び３月２日の日曜日は確定申告
の相談・申告書の受付を行います。）

アスティとくしま
（徳島市山城町東浜傍示１）

確定申告は便利な ｅ－Ｔａｘ で
イ ー タ ッ ク ス

確定申告会場は「アスティとくしま」

申告と納税はお早めに！
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■公的年金等の申告相談会

◎今年より税務署からの所得税確定申告の通知は行
われなくなりますが、中央公民館での公的年金等の
申告相談会は例年通り行います。所得税の還付等、
申告が必要な方につきましては上記の日程にて申告
相談にお越しください。

■ｅＬＴＡＸ（エルタックス）による地方税電子申告
　石井町では、地方税ポータルシステム（エルタッ
クス）を利用した地方税の電子申告や申請、届出が
可能です。
【申告できる税目】
・法人町民税（中間・確定・修正申告等）
・個人住民税
　（給与支払報告書や特別徴収に係る手続）
・固定資産税（償却資産）
◎ご利用の際には、パソコン環境や電子証明書、利
用届出などが必要となります。詳しくは、エルタッ
クスホームページ（http://www.eltax.jp/）でご確
認ください。
※エルタックスヘルプデスク☎０５７０－０８１４５９
（ＩＰ電話やＰＨＳ等を
　　　　　　　ご利用の場合☎０３－５７６５－７２３４）
受付時間：平日の午前８時３０分～午後９時
（土・日・祝、年末年始を除く）
 

■石井町の申告相談

※土・日・祝日を除く。
　ただし、２月２２日（土）は申告受付します。
◎所得税の申告義務のない方も、住民税や国民健康
保険税等に必要な方は、上記の日程にて申告相談に
お越しください。
◎営業・農業等事業所得及び不動産所得がある方に
つきましては、記載している期間とは異なる日時で
の通知を行う場合があります。
注意　混雑緩和のため、原則として決められた相談
日に申告相談を受けてください。
　また、農業・営業・不動産所得のある方は必ず収
支内訳書を作成の上、申告会場におこしください。
多くの方が速やかに申告できますようご理解とご協
力をよろしくお願いします。
■固定資産税(償却資産)の申告
　固定資産税における償却資産（土地や家屋以外の
事業用資産）の所有者は、地方税法第３８３条の規定に
より、毎年１月１日現在町内に所有する償却資産の
内容（資産の名称、取得年月、取得価額、耐用年数
等）について申告書を作成し、提出してください。
提出期限　１月３１日（金）
提　出　先　税務課固定資産税係

●問 詳しくは、税務課（☎６７４－１１１５）までお問い
合わせください。

税務課からのお知らせ
石井町中央公民館　２階会議室場　所

２月１２日
午前９時～午前１１時３０分藍畑地区

期　間

２月１２日
午後１時～午後３時３０分高原地区

２月１３日
午前９時～午前１１時３０分浦庄地区

２月１３日
午後１時～午後３時３０分高川原地区

２月１４日
午前９時～午前１１時３０分
午後１時～午後３時３０分

石井地区

石井町中央公民館　２階会議室場　所

２月１７～１８日藍畑地区

期　間

２月１９～２１日高原地区

２月２２日全地区

２月２４～２８日浦庄地区

３月３日～６日高川原地区

３月７日・１０～１４日石井地区

３月１７日全地区

午前９時～午前１１時３０分
午後１時～午後３時時　間

ふるさと納税で石井  町     を応援してください          
ふ る さ と

　
　石井町では、町外にお住まいの「石井町を応援したい」と思っている方からの寄附金を募集
しています。ぜひ、「ふるさと納税は石井町へ」とPRをお願いします。ふるさと納税は、寄附
をすることで所得税とお住まいの市町村の住民税から一定の控除を受けることができます。
　石井町ホームページ（http://www.town.ishii.lg.jp/）でも、ふるさと納税についての紹介
をしています。ふるさと納税の仕組み、寄附金の使い道や寄附金申込書のダウンロード等を
行うことができます。

●問 総務課　☎６７４－１１１１
記念品の一例

（お米１０㎏・ふじっこちゃんグッズ）



第１７６号 広 報 い し い （８）平成２６年１月１５日

〔
個
人
表
彰
〕

名
西
消
防
組
合
　
消
防
司
令

榎
本
　
高
志

高
原
分
団
第
１
部

伊
原
　
実
　

高
川
原
分
団
第
５
部

川
端
　
康
雄

高
川
原
分
団
第
５
部

本
田
　
晃
　

〔
功
　績
　章
〕

石
井
分
団
　
分
団
長

久
米
　
貴
弘

石
井
分
団
第
４
部
　
部
長

中
野
　
茂
樹

藍
畑
分
団
第
３
部

大
久
保
　
賢
治

高
川
原
分
団
第
１
部

以
西
　
克
敏

〔
精
　績
　章
〕

石
井
分
団
第
１
部
　

笹
田
　
靖
志

石
井
分
団
第
６
部

遠
藤
　
英
樹

石
井
分
団
第
６
部

平
岡
　
悟
　

浦
庄
分
団
第
２
部
　

佐
原
　
義
和

浦
庄
分
団
第
４
部

近
藤
　
芳
規

浦
庄
分
団
第
４
部

後
藤
　
善
造

高
川
原
分
団
第
５
部

福
田
　
義
行

石
井
分
団
第
１
部
　
班
長

鈴
木
　
浩
文

石
井
分
団
第
３
部

武
市
　
健
作

石
井
分
団
第
３
部

一
宮
　
政
伯

石
井
分
団
第
７
部

安
宅
　
真
二

浦
庄
分
団
第
２
部
　
班
長

西
村
　
宣
彦

浦
庄
分
団
第
４
部

岩
佐
　
学
　

浦
庄
分
団
第
５
部

三
谷
　
宏
幸

浦
庄
分
団
第
５
部

山
口
　
和
久

高
原
分
団
第
３
部
　
部
長

後
藤
　
祐
樹

高
原
分
団
第
４
部

武
知
　
泰
幸

藍
畑
分
団
第
１
部

桑
内
俊
太
郎

藍
畑
分
団
第
１
部
　

久
米
　
克
治

藍
畑
分
団
第
６
部
　

河
野
　
良
二

高
川
原
分
団
第
１
部

以
西
　
芳
隆

高
川
原
分
団
第
２
部

井
内
　
一
道

高
川
原
分
団
第
５
部

穗
積
　
康
太

石
井
分
団
第
２
部
　

遠
藤
　
岳
哉

石
井
分
団
第
３
部
　

河
野
　
哲
也

浦
庄
分
団
第
１
部
　

安
原
　
崇
行

浦
庄
分
団
第
５
部
　

森
西
　
正
典

高
原
分
団
第
１
部
　

倭
　
孝
志
　

高
原
分
団
第
３
部
　　

後
藤
　
圭
人

高
原
分
団
第
３
部

髙
原
　
宏
樹

高
原
分
団
第
３
部
　

吉
住
　
祐
史

高
原
分
団
第
３
部
　

上
田
　
拓
也

高
原
分
団
第
４
部

平
岡
　
勉
　

高
原
分
団
第
４
部

樫
原
　
清
次

藍
畑
分
団
第
１
部
　

姫
田
　
直
輝

藍
畑
分
団
第
４
部

佐
野
　
友
洋

高
川
原
分
団
第
１
部

井
内
　
正
輝

高
川
原
分
団
第
５
部

坂
口
　
正
敏

元
消
防
団
　
副
団
長

多
田
　
修
士

元
石
井
分
団
　
分
団
長櫻

木
　
栄
一

元
石
井
分
団
第
１
部
  樋

口
　
敏
史

元
石
井
分
団
第
６
部
　濱

内
　
隆
博

元
浦
庄
分
団
第
１
部

林
　
和
正
　

元
浦
庄
分
団
第
１
部

中
西
　
良
男

元
浦
庄
分
団
第
３
部

坂
本
　
清
晃

元
浦
庄
分
団
第
５
部

美
馬
　
良
一

元
浦
庄
分
団
第
５
部

天
羽
　
尚
生

元
高
原
分
団
第
１
部
 上

久
保
浩
一

元
藍
畑
分
団
第
１
部

小
川
　
元
　

元
藍
畑
分
団
第
３
部

小
川
　
浩
和

元
藍
畑
分
団
第
４
部

吉
成
　
寿
志

元
藍
畑
分
団
第
５
部
　
部
長

濱
口
　
裕
太

元
高
川
原
分
団
　
分
団
長

松
田
　
利
明

元
高
川
原
分
団
第
１
部坂

東
　
卓
哉

元
高
川
原
分
団
第
３
部庄

野
　
純
哉

〔
防
犯
功
労
〕

石
井
分
団
　
副
分
団
長阿

部
　
勇
治

高
川
原
分
団
第
２
部
　
部
長

堀
岡
　
勲
　

高
川
原
分
団
第
５
部
　
部
長

桑
内
　
正
夫

藍
畑
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

 　
　
　
　
　
 （敬
称
略
・
順
不
同
）

徳
島
県
消
防
協
会

名
西
地
方
分
会
長
表
彰

平
成
　
年
　
石
井
町
消
防
出
初
式

26

　
新
春
恒
例
の
石
井
町
消
防
出

初
式
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
消

防
活
動
等
に
功
労
の
あ
っ
た
団

員
の
方
々
に
表
彰
状
や
感
謝
状

が
贈
ら
れ
、
今
年
は
　
名
、
１

６６

団
体
の
方
々
が
受
彰
さ
れ
ま
し

た
。徳

島
県
知
事
表
彰

徳
島
県

消
防
協
会
長
表
彰

石
井
町
長
表
彰

退
職
消
防
団
員
感
謝
状

石
井
警
察
署
長
感
謝
状

優
良
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
表
彰



（９） 平成２６年１月１５日　第１７６号広 報 い し い

　
平
成
　
年
　
月
１
日
付
で
、
民

２５

１２

生
・
児
童
委
員
　
名
が
国
・
県
か

５５

ら
委
嘱
さ
れ
、
３
年
間
の
任
期
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　「
安
心
・
安
全
、
住
ん
で
よ
か
っ

た
石
井
町
」
を
目
指
し
、
関
係
機

関
と
の
パ
イ
プ
役
と
な
っ
て
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
様
々
な
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。

●
子
育
て
、
教
育
の
悩
み
相
談

●
お
年
寄
り
の
生
活
相
談

●
病
気
、
療
養
等
の
相
談

●
家
庭
内
で
の
問
題
相
談

●
ご
近
所
、知
り
合
い
等
の
問
題
相
談
な
ど

　
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
お
気
軽
に

お
近
く
の
民
生
・
児
童
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
相
談
等

に
は
守
秘
義
務
を
厳
守
し
ま
す
。

石
井
町
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会

会
　
長
　
板
東
　
聖
治

副
会
長

石
井
地
区

 

　
田
幡
　
裕
機

浦
庄
地
区

 

　
川
端
　
辰
雄

高
原
地
区

 

　
高
瀬
　
善
繁

藍
畑
地
区

 

　
増
井
　
謙
雄

高
川
原
地
区
　
市
川
　
敏
夫

●
石
　
井
●

尼
寺
・
内
谷
　
　
森
　
多
津
子

白
　
　
　
鳥
　
○
田
幡
　
裕
機

利
　
　
　
包
　
　
笹
木
　
美
芳

本
　
　
　
条
　
　
一
宮
　
一
正

山
　
　
　
路
　
　
遠
藤
　
恒
範

大
　
　
　
東
　
　
仁
木
喜
久
美

井
　
ノ
　
元
　
　
遠
藤
　
頼
明

中
　
　
　
村
　
　
吉
田
　
　
繁

渋
　
　
　
市
　
　
林
　
　
芳
子

駅
　
　
　
前
　
　
武
市
　
幹
夫

駅
　
　
　
東
　
　
鎌
田
　
尚
之

北
　
石
　
井
　
　
瀬
戸
　
昌
子

中
央
団
地

 

　
　
富
杉
惠
美
子

曽
我
団
地

 

　
　
岸
　
　
直
江

城
ノ
内
南

 

　
　
河
野
さ
ち
子

城
ノ
内
北

 

　
　
田
中
　
　
進

重
　
　
　
松
　
　
近
藤
　
一
男

●
浦
　
庄
●

諏
　
訪
　
東
　
　
西
川
　
貫
一

諏
　
訪
　
西
　
○
川
端
　
辰
雄

国
　
　
　
実
　
　
大
西
　
典
子

大
　
　
　
万
　
　
眞
開
　
　
昇

浦
庄
団
地

 

　
　
中
川
美
智
子

上
　
浦
　
北
　
　
井
上
　
　
勉

上
　
浦
　
南
　
　
阿
部
　
和
義

下
　
浦
　
西
　
　
木
村
三
香
子

下
　
浦
　
東
　
　
岩
佐
千
代
子
　

●
高
　
原
●

　
　
関
　
　
　
　
田
村
　
　
豊

平
　
島
　
西
　
　
樋
口
　
郁
江

平
　
島
　
東
　
　
松
原
　
敏
雄

西
　
高
　
原
　
○
高
瀬
　
善
繁

東
　
高
　
原
　
　
上
田
　
　
登

池
　
　
　
北
　
　
森
　
　
和
文

桑
　
　
　
島
　
　
村
上
　
能
昭

中
　
　
　
島
　
　
宗
重
　
　
力

●
藍
　
畑
●

高
　
畑
　
西
　
　
須
見
　
久
代

西
　
覚
　
円
　
　
伊
藤
ヒ
デ
コ

東
　
覚
　
円
　
　
磯
川
　
貞
雄

高
　
畑
　
東
　
○
増
井
　
謙
雄

中
　
　
　
須
　
　
横
野
は
つ
み

第
　
　
　
十
　
　
佐
野
　
哲
也

竜
王
団
地

 

　
　
脇
川
　
　
弘

●
高
川
原
●

桜
　
　
　
間
　
○
市
川
　
敏
夫

高
　
中
　
西
　
　
小
池
　
弘
造

高
　
　
　
北
　
　
田
村
　
公
子

高
　
南
　
南
　
　
近
藤
千
鶴
子

高
　
南
　
北
　
◎
板
東
　
聖
治

加
　
茂
　
野
　
　
西
尾
　
久
康

市
　
　
　
楽
　
　
久
米
　
利
昭

高
　
中
　
南
　
　
一
宮
　
揚
子

南
　
島
　
西
　
　
松
田
　
利
明

南
　
島
　
東
　
　
民
　
千
代
子

天
　
　
　
神
　
　
上
田
　
陽
美

●
主
任
児
童
委
員
●

石
　
　
　
井
　
　
松
本
百
合
子

浦
庄
・
高
原
　
　
岩
本
由
美
子

藍
畑
・
高
川
原
　
笠
井
　
直
美

◎
会
長
　
○
副
会
長

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

石
井
町
の
歴
史
写
真
館

ににに

るるる

いいいいい
ふふふふふふふふふふ
いい
し
か
ししし
か
し
かか
つ
かか
つつつつ
かか

なななななななななな

イイイイイイイイ
ムムムムムム
ススススス
リリリリリリ
ッッッッッ
プププププププププププ

タタタタタタタタタタ

―

な
つ
か
し
い
ふ
る
里
に

　
　
　
　
　
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ―

館館館館
真真
館館館
真真真
館館館館館

写
真
写写写写写
真真真真真真
写
真

史史史史史
写写写写写写写写
真真真真

史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
歴歴歴歴歴歴歴
史史史史史

のの
歴歴歴歴
のののののののののののののののの
歴歴歴歴

町
の
町町町町町町
のののの
町
の
町町町町町町
ののの

井井井井井井井井井井井井
町町町町町
井井井井井
石石石
井井井井
石
井
石石
井井井井井井
石石石石石石石石石石石石石石

のの

石
井
町
の
歴
史
写
真
館

思い出に満ちた石井町の古い写真を募集しています思い出に満ちた石井町の古い写真を募集しています。。
ご提供していただける写真がありましたらご連絡ください　ご提供していただける写真がありましたらご連絡ください。。

●問 石井町中央公民館石井町中央公民館　☎☎６７４６７４－－２００２２００２

　
川
原
か
ら
渡
し
舟
を
見
る
小
学
生
、
舟
上
に
は
自
転
車
の
女
性
の

姿
、
対
岸
に
は
第
十
樋
門
が
見
え
る
。
橋
の
な
い
頃
、
渡
し
舟
は
南
北

岸
を
結
ぶ
重
要
な
生
活
の
足
だ
っ
た
。
町
内
の
吉
野
川
に
は
高
瀬
・
高

磯
・
六
条
・
第
十
な
ど
に
渡
し
場
が
あ
っ
た
。
六
条
に
は
有
料
の
賃
取

り
橋
が
あ
っ
た
時
代
も
あ
る
が
、
戦
後
は
県
営
で
発
動
機
付
き
の
渡
し

舟
「
高
徳
丸
」
が
置
か
れ
た
。
昭
和
　
年
に
六
条
大
橋
が
架
か
り
の
ど

４５

か
な
風
物
詩
も
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 【
写
真
提
供
】
徳
島
県
立
文
書
館

第５回

六
条
の
渡
し
舟
（
昭
和
　
年
代
・
藍
畑
）

３０

石
井
町
民
生
・

児
童
委
員
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第１７６号 広 報 い し い （１０）平成２６年１月１５日

まちのうごき
世帯数　１０，０７２戸
男　性　１２，６３７人
女　性　１３，８５８人
　計　　２６，４９５人

平成２５年１０月１５日～平成２５年１２月１４日（敬称略）

平成２６年１月１日現在

人　口

※広報掲載については、石井
町へ届出された方で掲載
を希望された方のみ、掲載
しております。

お悔やみ申し上げます
民　　文夫　７８歳（城ノ内）
多田　賢次　７９歳（諏　訪）
山上　正美　９１歳（内　谷）
平田サダ子　８６歳（西高原）
仁木　　猛　８７歳（石　井）
田岡　喜一　８７歳（下　浦）
酒井ツナヱ　８９歳（加茂野）
小川　正義　９１歳（高　畑）
河野トミコ　９１歳（下　浦）
犬伏　和子　８６歳（石　井）
谷　　悦子　６８歳（内　谷）
加藤　明子　８４歳（市　楽）
藤原　　明　７８歳（西高原）
鎌田サクヱ　８９歳（内　谷）
吉岡　新一　７３歳（石　井）
大西　敏子　８３歳（国　実）
山口　　功　８６歳（　関　）
足利　靜子　１０４歳（石　井）
中川　　清　９８歳（石　井）
関尾　浩司　５５歳（石　井）
友成　和代　６１歳（上　浦）
松本　利市　８４歳（東高原）
森　　島夫　８６歳（桑　島）
笠井　岩子　１０５歳（石　井）
清重　安子　８９歳（高川原）
福生　千代　９１歳（市　楽）
清重　武夫　８１歳（高川原）
清重キヌヱ　８９歳（石　井）
久米　里子　８１歳（天　神）

お誕生おめでとう
森浦　直人
　　　佐和
吉成　哲也
　　　友希
吉成　順希
　　　由香
藤本　　遼
　　　有起
浦山　和生
　　　麻子
片山翔一郎
　　絵梨華
木内　雅樹
　　　未来
西本　健太
　　　美奈
水田　勝也
新居佳代子
相原　　陽
　　亜由美
岡本　幸浩
　　　夏実
藤井　武志
　　　千絵
森本　憂騎
　　　紗織
長谷川晶宏
　　　美絵
遠藤　裕也
　　　洋子
中川　稔弘
　　　綾乃
大田　勝之
　　　真由
木村　真憲
　　　絵理
中原　　聡
　　美代子
武知　　剛
　　　景子

　
券
犬
鹸
 銀  士 （石井）
ぎん じ

ご結婚おめでとう
桑村　和憲（西高原）
佐古　有里（三好市）　
鎌田　慎也（石　井）
監物由香乃（石　井）　
米田　　洋（重　松）
村田　奈津（松茂町）　
藤本　　龍（白　鳥）
坂本菜穂子（徳島市）　
阿部　真伍（下　浦）
高原　麻美（つるぎ町）　
安宅　芳晃（城ノ内）
城浦　知美（高川原）　
乾　　勝俊（南　島）
佐野　裕子（阿南市）　
槌井　　修（重　松）
奧　友里恵（和歌山県御坊市）　
山西　国朗（城ノ内）
向井有希子（藍住町）　
吉﨑　大輔（重　松）
土井　麻美（阿波市）　
久米　道彦（市　楽）
佐藤　綾子（竜　王）　
岡本　秀樹（石　井）
角谷　みな（石　井）　
木村　隆志（高川原）
日下茉莉江（徳島市）　
岡崎　晋也（白　鳥）
野々宮加奈（白　鳥）　
竹野　勇輝（白　鳥）
柏木　春香（尼　寺）　
長浜　弘喜（重　松）
大舘　智子（吉野川市）　
西村　圭司（上　浦）
山根　真実（石　井）

　
券
犬
鹸
 柊  莉 （重松）
しゅ り

　
券
犬
鹸
 茉  瑚 （石井）
ま こ

　
券
犬
鹸
 十  愛 （重松）
と あ

　
券
犬
鹸
 鈴  心 （城ノ内）
すず ね

　
券
犬
鹸
 一  華 （高川原）
いち か

　
券
犬
鹸
 廉  翔 （石井）
れん と

　
券
犬
鹸
 慶 （石井）
けい

　
券
犬
鹸
新居 陽菜 （白鳥）

ひ な た

　
券
犬
鹸
 快  晴 （石井）
かい せい

　
券
犬
鹸
 莉  愛 （石井）
り お

　
券
犬
鹸
 真  人 （城ノ内）
ま ひと

　
券
犬
鹸
 希  彩 （城ノ内）
の あ

　
券
犬
鹸
 煌 （石井）
こう

　
券
犬
鹸
 愛  羅 （高畑）
あい ら

　
券
犬
鹸
 遊  菜 （桜間）
ゆ な

　
券
犬
鹸
 浩  翔 （白鳥）
ひろ と

　
券
犬
鹸
 優  太 （国実）
ゆう た

　
券
犬
鹸
 孝  太  郎 （石井）
こう た ろう

　
券
犬
鹸
 真  菜  美 （城ノ内）
ま な み

平
成
　
年
度

２５
石
井
町

健
康
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レ
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ジ
事
業

応
募
締
切
は
、３
月
　
日
で
す
！

１４

　　
健
康
マ
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レ
ー
ジ
事
業
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
楽
し
く
健
康
づ

く
り
を
し
て
も
ら
う
た
め
、
各
種

健
康
イ
ベ
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ト
へ
の
参
加
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々
の
目
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達
成
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ど
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ポ
イ

ン
ト
化
し
、
記
念
品
と
交
換
す
る

も
の
で
す
。
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場
や
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
配
布
し
て
い
る
マ
イ
レ
ー
ジ

カ
ー
ド
に
　
ポ
イ
ン
ト
を
集
め

３０

て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。
ふ
じ
っ
こ
ち
ゃ
ん

グ
ッ
ズ
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
。）応
募
し
め
き
り
は
、
平
成
　２６

年
３
月
　
日（
消
印
有
効
）で
す
。

１４
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石井町イメージキャラクタ石井町イメージキャラクターー
ふじっこちゃふじっこちゃんん

「ゆるキャラグランプリ２０１３」
第５４位!!

多くの皆さまにご協力いただき
ありがとうございました。



（１１） 平成２６年１月１５日　第１７６号広 報 い し い

　新年あけましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。
　さて、今回も前回に引き続き「虚血性心疾患」について、お話しします。

　心臓の冠動脈で動脈硬化が起こることにより発症します。

健康
メモ

◎虚血性心疾患の原因

動脈硬化を引き起こす要因

　動脈硬化を引き起こす要因を少なくし、進行を防ぐことが重要です。＝生活習慣の改善が基本です !!

※ここに挙げたものはあくまでも予防法です。すでに自覚症状があるなど気になることがありましたら
　専門医にご相談ください。

一日三食、腹八分目！
塩分・糖分・脂肪分
をとりすぎない。

⑤血縁者に心筋梗塞の方がいれば、特に生活習慣に注意を！
⑥定期的な健診で高血圧・糖尿病・高脂血症の早期発見を！
⑦胸痛を感じたらすぐに受診を！早期発見が命を救います。

①バランスのよい
食事

◎虚血性心疾患の予防

虚血性心疾患②　虚血性心疾患を予防しましょう‼虚血性心疾患②　虚血性心疾患を予防しましょう‼

毎日30分以上歩きま
しょう！（毎日できな
くても1週間で3時間
以上になればOK）

②適度な運動

趣味など、自分にあっ
たストレスの解消方
法をみつけましょ
う！

③ストレスを避け、
　規則正しい生活を

喫煙者の虚血性心疾
患での死亡率は非喫
煙者の約3倍‼

（2005年）

④禁煙

防

喫煙
糖尿病
高脂血症
肥満

危険因子 引き金となる因子

食べ過ぎ、飲み過ぎ

ストレス

運動不足

睡眠不足

過度の疲労

と
　
き
　
１
月
　
日
（
日
）
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★
ご
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ひ
ご
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だ
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第１７６号 広 報 い し い （１２）平成２６年１月１５日

いしい
スナップ

石
井
町
の
話
題
を

紹
介
し
ま
す
。

いしい
スナップ

　　 農産物品評会

ＪＡ名西郡本所で、町内の生産者が育
てた採れたての野菜・果物・花などの
農産物が出品され、表彰式と即売会が
行われました。

１１
１６ 　　第3回あすなろいきいき塾

神山町の寄井座による人形浄瑠璃「え
びす舞・壺阪観音霊験記・山の段」を
鑑賞し、参加者は人形浄瑠璃の魅力的
な時間を楽しみました。
【写真投稿　笹田典子さん（城ノ内）】

１１
2

　　高齢者
　　自転車安全運転競技大会
１１
２９ 　　　　　第２８回石井町文化祭 　 防 災 講 座１１

１８～１１
２２

１１
２４

　　交通安全及び
　　防犯シルバー講座

１２
2 　　文化財ウォーキング１２

1 　　学校音楽発表会１１
３０

徳島市で開催され、競技を通じて自転
車の運転技能の向上やマナーの取得を
行い、県内１３チームの中から石井町老
人クラブ連合会が優勝しました。

中央公民館で、書道・絵画・華道・写真・
工芸などの作品が展示され、芸能の部
では日舞・洋楽・朗読など、日頃の文
化芸術活動の成果が披露されました。

地域防災交流センターで開催され、約
１００名の参加者は防災に役立つロープ
ワーク（紐の結び方実技）などの講義を
受け、防災意識の向上に努めました。

浦庄分館に集まった約９０名の参加者は、講
話やクイズ大会を通して高齢者の交通安全
や年末にむけての振り込め詐欺被害の防止
について、楽しみながら勉強しました。

約６０人の参加者は、前山公園を出発し、
浄土寺、童学寺や蓮光寺などの文化財
を巡る約６kmのコースを歩きました。

町内の小・中学生や名西高校生が日頃の練
習の成果を披露しました。声楽の住友絵
理さんやピアノ演奏の前田千絵さんも特
別出演し、約６６０名の聴衆を魅了しました。

篠原　仁さん
（高浦中学校１年）

第33回全国中学生人権作文コンテスト
県大会で徳島地方法務局長賞を受賞し、
全国大会では奨励賞を受賞しました。

大舘　樹さん
（高原小学校６年）

平成25年度徳島県交通安全協会主催
の交通安全に関する作文で、県内で
優秀な３作品の中に選ばれました。

宮崎未華さん
（藍畑小学校４年）

平成25年度第10回全国小学生学年
別柔道大会第３位！全日本小学生
柔道強化教育合宿に参加します。

おめでとう
ございます

各分野で優秀な成
績をおさめた町内
の小・中学生の皆
さんが来庁され、
成績報告・激励会
が行われました。

おめでとう
ございます



（１３） 平成２６年１月１５日　第１７６号広 報 い し い

ふじっこちゃん四コマ漫画

【写真提供　遠藤達郎さん（城ノ内）】

石井ボランティアあすなろ会
かかし「にんぎょひめ」

投 稿 写 真

　　　フラワーアレンジメント
　　　講習会

石井町商工会女性部のメンバー１５名が
参加し、松や千両など縁起のよい花を
使ったお正月用のフラワーアレンジメ
ント講習会が商工会で行われました。

１２
１９

　　　　　　ほなけん石井
　　　　　　イルミネーション

クリスマスツリーや「藤」の形をした
イルミネーションなど、約15万個のＬ
ＥＤがＯＫいしいパーク内を彩りまし
た。（石井町商工会青年部主催）

～１２
1

1
3

　　ふじっこ親子クリスマス会

中央公民館に約４４０名の親子が参加し、
ハンドベル、コーラス、歌やダンスな
どの催しや、サンタさんからのプレゼ
ントなど、楽しいひとときを過ごしま
した。

１２
１５

　　石井町総ぐるみ
　　人権啓発研修大会

人権作文優秀作品の表彰と発表、教育サ
ポーター仲島正教さんの講演や名西高
生による人権コンサートなどが中央公
民館で行われ約４６０名が参加しました。

１２
7

　　ひとり暮らし高齢者
　　ご招待食事会

１２
3

石井ボランティアあすなろ会が行う毎年恒例の
食事会。石井地区のひとり暮らし高齢者の皆さ
んは、歌・クイズなどの演芸や手作りの昼食な
どを楽しみ、温かいもてなしを受けました。

　　石井幼稚園防火パレード

石井幼稚園の年長園児６３名が、火の用
心を呼びかけながら、幼稚園から役場、
石井消防署、高川原幼稚園までを歩い
てパレードしました。

１２
１７

【写真撮影 社会教育指導員 立石】

藍の切り返し作業
外山良治家（浦庄）

石井町は今でも阿波藍の中心地で、昔
ながらの藍に蒅（すくも）づくりが行わ
れています。

１２
5

石井中学校剣道部　初優勝
第38回徳島県中学校新人剣道大会　
四国中学校新人剣道大会での活躍を期
待しています！

石井中学校野球部　優勝
第５回全日本少年春季軟式野球大会四国予選
３月に静岡県で行われる全国大会に出
場します！



第１７６号 広 報 い し い （１４）平成２６年１月１５日

みんなの
ページだよ！

イラスト紹介

宇原由里子（城ノ内）

いしい健康
ウォーキング講座
いしい健康
ウォーキング講座

金哲彦さんの

と　　き　３月16日（日）午前１０時～
と　こ　ろ　OKいしいパーク（飯尾川公園）
講　　師　金　哲彦さん（NPO法人ニッポンランナーズ代表）
　○テレビやラジオのマラソン・駅伝中継の解説者として活躍
　○「今日から始めるウォーキング＆ランニング」など著書多数
参　加　費　無料　　
参　加　者　先着300名（町内外問わずどなたでも参加できます。）
申　込　み　いしいスポーツクラブ（☎674－3081）まで
　　　　　電話でお申し込みください。
申込締切　3月14日（金）
主催　いしいスポーツクラブ　後援　石井町・石井町教育委員会

●応募資格　石井町在住の18歳以上の方
（本年度の広報モニター活動をしている方も応募できます。）
●募集人数　10名程度
●活動内容　広報事業に関するアンケートへの回答
●モニター期間　平成26年４月～平成27年３月
●申込期限　平成25年３月28日（金）まで
●応募方法　ハガキに住所・氏名・年齢・電話番号を記入のうえ、
下記まで郵送でご応募ください。（※電話でも受付しています。）
〒779－3295　石井町高川原字高川原121－1　
石井町役場わくわく観光情報課　広報モニター係　
　　　　　　　　　　わくわく観光情報課　☎674―1137問

広報モニター募集
広報
いし
い 広報モニター募集広報モニター募集

投　稿投　稿
 諏  訪  神  社  本  宮 について
す わ じん じゃ ほん みや

　皆さんは諏訪神社と言えば長野県の諏訪大社が頭に浮かび、長野県の諏訪大社が全国に約２５,０００社あるとい
われる諏訪神社の 総  元  宮 であると信じておられたと思います。しかし、歴史の真実はそうではないのかもし

そう もと みや

れません。
　古代の阿波國は、麻植郡より東の徳島平野を 名 

な
 方 
かたの
 郡 といいました。ここを治める王が
こおり

 名 
な
 方 
かたの
 命 で、諏訪神社の
みこと

 御  祀  神 の 建  御 
ご さい しん たけ み

 名 
な
 方 
かたの
 命 
みこと
です。我が国最古の歴史書・古事記にも、 大  国 

おお くに
 主 
ぬしの
 命 
みこと
と 高  志 の 沼  河  比  売 との御子が建御名方
たか し ぬま かわ ひ め

命であると記述されています。この名方郡は後に名方東と名方西に区分され、名東郡・名西郡となりました。
　諏訪神社の由緒には、「建御名方命の御母は阿波の高志の沼河比売、またの名は 天 

あまの
 水  塞 
みな せき

 比  売 なり。名西郡高
ひ め

志の郷、現今は高原村の 塞  村 ・ 堰  村 とも書きたる 関  傍  示 に天水塞比売を祀れる旧跡あり。第四十九代 光  仁 天皇
せき むら せき むら せき ぼう じ こう じん

の 御 
ぎょう
 宇 　 宝  亀 十年（西暦７７９年）信濃國諏訪郡　 南  方  刀  美  神  社  大 
う ほう き みな かた と み じん じゃ だい

 明 
みょう
 神 　阿波國諏訪大明神を移遷奉る。」と書か
じん

れています。
　母親の沼河比売の出身地の高志郷とは、古代の石井町浦庄の諏訪・大万、高原、上板町の瀬部・高瀬・六条
などを含んだ地域のことです。父親の大国主命は、徳島市国府町の 国  府  宮 （ 大  御  倭  神  社  本  宮 ）に祀られています。

こう の みや おお み わ じん じゃ ほん みや

　一方、全国の皆様が諏訪神社の総本宮と思われている諏訪大社の縁起は、「御鎮座の年代について、詳しく
知ることはできませんが、古事記その他の書物から推定して少なくとも千五、六百年から二千年前と言われて
おり、我が国最古の神社の一つに数えることが出来ます。」また、「 南 

みなみ
 方 からこられました。」という鎮座の経
かた

緯についても、南方とは石井町浦庄字諏訪の 御  名  方 神社のことだと考えられます。
み な かた

　また、長野県の諏訪大社の氏子の皆様が、石井町浦庄の諏訪神社本宮に表敬参拝をされた事実もあります。
　このようなことから、徳島県名西郡石井町浦庄字諏訪２１３－１に鎮座する諏訪神社が長野県の諏訪大社およ
び全国２５,０００余社の総本宮であると言えないでしょうか。 　　　　　　　　　　　　　 （石井古事記研究会）
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●
ハ
ガ
キ
で

　
◆
広
報
ク
イ
ズ

　
◆
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

　
◆
イ
ラ
ス
ト
（
か
な
ら
ず
黒
の

油
性
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ
さ

い
・
カ
ラ
ー
不
可
）

　
◆
四
コ
マ
漫
画

　
◆
サ
ー
ク
ル
紹
介

　
◆
作
っ
て
欲
し
い
コ
ー
ナ
ー
・

教
え
て
欲
し
い
こ
と
な
ど

●
封
書
で

　
◆
赤
ち
ゃ
ん
紹
介
、
か
わ
い
い

ペ
ッ
ト
紹
介
な
ど
（
写
真
に

コ
メ
ン
ト
も
添
え
て
送
っ
て

く
だ
さ
い
）

　
◆
広
報
い
し
い
の
表
紙
や
い
し

い
ス
ナ
ッ
プ
を
飾
る
写
真

（
未
発
表
作
に
限
り
ま
す
）

　
住
所
・
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年
齢

（
ま
た
は
学
年
）
を
か
な
ら
ず
書

い
て
郵
便
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
掲

載
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
応
募
ハ
ガ
キ
等
は
お
返

し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
　
募
　
方
　
法

〒７７９－３２９５

高
川
原
字
高
川
原
１
２
１
の
１

石
井
町
役
場

　
　
　
　「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
係

　
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
紹
介

秋
祭
り
神
の
友
し
て
子
供
達
ミ
コ
シ
の
綱
を
背
中
に
お
う
て
行
く
 　
 山
口
テ
ル
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

イ
セ
エ
ビ
を
た
づ
ね
し
浜
は
小
春
日
や
絶
品
グ
ル
メ
至
福
に
ひ
た
れ
り
  井
上
　
澄
子
さ
ん
（
加
茂
野
）

十
三
夜
白
き
浮
雲
紅
く
染
め
頬
に
冷
た
く
師
走
の
風
が
 　
　
　
　
　
 桑
村
千
代
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

サ
ン
タ
さ
ん
来
て
く
れ
る
か
な
我
家
に
も
袋
い
っ
ぱ
い
お
土
産
つ
め
て
  中
川
美
智
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

忘
年
会
今
年
も
年
を
納
め
た
り
平
凡
だ
け
ど
充
実
の
年
 　
　
　
　
　
 遠
藤
　
藤
恵
さ
ん
（
城
ノ
内
）

年
頭
に
老
い
た
年
寄
り
仲
間
い
り
お
せ
ち
か
こ
み
て
新
年
祝
う
 　
　
 中
山
　
幸
子
さ
ん
（
　
関
　
）

御
来
光
を
両
手
と
合
し
祈
る
若
人
ら
に
日
本
の
未
来
を
垣
間
見
る
 　
 松
島
　
秀
子
さ
ん
（
石
　
井
）

鶴
と
成
り
真
央
と
舞
い
た
る
初
の
夢
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 宮
崎
　
員
正
さ
ん
（
高
　
畑
）

バ
イ
パ
ス
に
並
ぶ
商
人
恵
美
寿
顔
賑
わ
い
と
活
気
年
中
紋
日
 　
　
　
 長
野
　
文
夫
さ
ん
（
桑
　
島
）

脚
力
の
弱
く
な
り
た
る
吾
な
ら
む
引
っ
張
る
よ
う
に
耕
耘
機
進
む
 　
 阿
部
　
敏
弘
さ
ん
（
石
　
井
）

山
里
に
 亡
  妻
 は
ア
ネ
モ
ネ

つ
 
ま

 愛
 で
育
つ
せ
め
て
の
今
は
球
根
を
買
ふ
 　
 内
藤
　
睦
久
さ
ん
（
下
　
浦
）

め

名
曲
は
心
揺
さ
ぶ
る
潤
滑
油
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 伊
澤
　
慶
子
さ
ん
（
城
ノ
内
）

 垂
 れ
下
が
る
柿
を

た

 透
 か
し
て
空
の
青
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 多
田
　
文
子
さ
ん
（
平
　
島
）

す

カ
サ
カ
サ
と
落
ち
る
枯
木
に
涙
あ
り
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 泉
　
　
史
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

 衣
 
こ
ろ
も

 更
 
が

え
昔
の
服
も
又
 仕
  舞
 い
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 井
内
　
　
宏
さ
ん
（
天
　
神
）

し
 
ま

冬
空
に
眩
し
く
光
る
星
一
ツ
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 吉
岡
　
悦
子
さ
ん
（
　
関
　
）

初
詣
社
頭
の
淑
気
あ
り
が
た
し
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 井
内
　
斐
子
さ
ん
（
天
　
神
）

 千
  五
  百
  秋
  弥
  栄
 願
ふ
初
日
か
な
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 一
宮
　
一
郎
さ
ん
（
石
　
井
）

ち
 
い
 
ほ
 
あ
き
 い
や
 さ
か

大
相
撲
遠
藤
の
名
が
有
名
に
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 遠
藤
　
達
郎
さ
ん
（
城
ノ
内
）

リ
タ
イ
ア
し
 家
  庭
 で
ブ
ラ
ブ
ラ
、
ラ
フ
ラ
ン
ス
 　
　
　
　
　
　
　
　
 石
黒
　
裕
人
さ
ん
（
竜
　
王
）

い
 
え

旅
先
で
留
守
番
犬
に
気
を
つ
か
う
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 梶
浦
　
　
保
さ
ん
（
石
　
井
）

　○に入る数字は何でしょう。
［問１］　石井町成人式が、１月○日に行われました。
［問２］　石井町イメージキャラクター“ふじっこちゃん”
　　　　　「ゆるキャラグランプリ201３」第○○位!!　
　ハガキに記入例のように答えを書いて、応募方法により２月１４日（金
曜日）役場必着でご応募ください。抽選で「１,０００円の図書カード」（５釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
名）、または「ふじっこちゃんストラップ」（５名）を進呈します。釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

図書カード・ふじっこちゃんストラップを当てよう！広報クイズ
※記入例　

【問１】○日
【問２】○○位
住所・氏名（フリガ
ナ）・年齢（または学
年）、広報へのご意
見・ご感想など

※１１月号の答え「①１１　②５００」　
１１月号の応募総数は４５通でした。たくさんのご応募ありがとうございました。
※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。ご了承ください。

　皆さんからお
寄せいただいた
ご意見やご要望
についての回答
を紹介します。

防災交流センターについて
①町内外の人が気軽に利用できる
ようにしてほしい②利用が飽和状
態の石井分館に防災交流センター
利用を働きかけてみてはどうか

①　この施設は、石井町
の自主防災会等による学
習・相互の交流を図り、石

井町の防災力向上を目的として補助金
で整備されています。防災目的以外の
使用については、主たる目的に支障が
ない範囲で利用することはできます
が、防災目的以外の使用で優先的また
は定期的な使用許可をすることは、こ
の施設への補助金の目的外使用となり
ますので、ご理解をお願いします。
②　防災力向上を目的とした施設です
ので、防災交流センターで空室状況を
確認し、防災訓練等がなければご利用
していただきますようお願いします。

いただいたご意見は町政に活か
すようにしています。ありがと
うございました。

町長への
ハガキ
町長への
ハガキ
Ｑご意見・ご要望

Ａ回答
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
新
成
人
の
皆
さ
ん
、

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
古
く
は
、
大
人
の
装
束
を
着
て
冠
を
か

ぶ
る
元
服
と
い
う
儀
式
で
成
年
を
祝
っ
て
い
ま
し
た
が
、
戦
後
に
は
現
在

の
成
人
式
の
か
た
ち
に
な
り
ま
し
た
。
成
人
式
に
ち
な
む
新
春
の
風
物
詩

と
し
て
有
名
な
の
が
京
都
の
 三
 
さ
ん

 十
 
じ
ゅ
う

 三
  間
  堂
 で
お
こ
な
わ
れ
る
通
し
矢
で
、

さ
ん
 げ
ん
 ど
う

毎
年
　
日
前
後
の
日
曜
日
に
新
成
人
が
 遠
  的
 の
距
離
で
あ
る
　
ｍ
先
の
的

え
ん
 て
き

１５

６０

へ
向
け
て
矢
を
放
ち
、
弓
の
腕
を
競
い
ま
す
。
さ
て
、
本
邦
に
お
け
る
弓

の
名
人
と
し
て
、
ま
ず
名
前
が
あ
が
る
の
が
源
平
の
合
戦
で
活
躍
し
た
と

さ
れ
る
那
須
与
一
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
 平
  家
  物
 

へ
い
 け
 も
の

 語
 」に
え
が
か
れ
た

が
た
り

扇
の
的
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
、 屋
  島
 の

や
 し
ま

 戦
 い
に
お
い
て
与
一
は
約
７
段

た
た
か

（
約
　
ｍ
と
さ
れ
る
ほ
か
諸
説
あ
り
）
離
れ
た
船
上
の
揺
れ
る
扇
を
射
抜

７６

き
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
那
須
与
一
ゆ
か
り
と
さ
れ
る
神
社
、「
那
須
与

一
神
社
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
高
原
字
中
島
の
 新
  宮
  本
  宮
 

し
ん
 ぐ
う
 ほ
ん
 ぐ
う

 両
 
り
ょ
う

 神
  社
 を
南
に
　
ｍ
ほ
ど
行
き
、
少
し
西
に

じ
ん
 じ
ゃ

２５

入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
小
社
が
那
須
与
一
神
社
で
す
。
小
作
り
な
社
の
中

に
は
大
型
の
も
の
と
や
や
小
型
の
も
の
２
基
の
 五
  輪
  塔
 が
並
ん
で
祀
ら
れ

ご
 り
ん
 と
う

て
あ
り
、
こ
れ
ら
が
那
須
与
一
の
夫
婦
墓
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
五
輪
塔
本
体
も
中
世
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
考
え
ら
れ
る
古
い
形
体
を

も
つ
重
要
な
石
造
物
資
料
で
す
。
周
辺
に
は
那
須
与
一
に
ま
つ
わ
る
伝
説

が
他
に
も
残
っ
て
お
り
、
源
平
合
戦
後
に
扇
の
的
の
勲
功
に
よ
り
名
西
郡

に
３
０
０
０
貫
の
領
地
を
拝

領
し
た
与
一
が
、
も
と
も
と

中
島
で
 伊
  邪
  奈
  岐
 

い
 
ざ
 
な
 ぎ
の

 命
 と
み
こ
と

 伊
  邪
 

い
 
ざ

 奈
  美
 

な
 み
の

 命
 と
を
祀
っ
て
い
た
神

み
こ
と

社
に
、 熊
  野
  新
  宮
 か
ら
新
し

く
ま
 の
 し
ん
 ぐ
う

く
 速
  玉
  男
 

は
や
 た
ま
 お
の

 命
 を
勧
請
し
た
と

み
こ
と

さ
れ
る
の
が
新
宮
本
宮
両
神

社
で
あ
る
ほ
か
、
新
宮
本
宮

両
神
社
の
中
に
あ
る
県
指
定

天
然
記
念
物「
 矢
  神
 の
イ
チ
ョ
ウ
」に
は
、与
一
が
 大
  山
  寺
 か
ら
射
た
矢
が

や
 が
み
 

た
い
 さ
ん
 じ

さ
さ
っ
た
と
い
う
、「
矢
神
」の
名
称
の
由
来
と
な
っ
た
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

　
那
須
与
一
は
、
弓
の
神
技
と
い
う
鮮
烈
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
多
く
の
人
々

に
認
知
さ
れ
伝
え
ら
れ
て
き
た
結
果
、
与
一
の
所
領
地
や
使
用
し
た
物
品

な
ど
与
一
に
ま
つ
わ
る
伝
承
地
が
全
国
に
分
布
し
、
与
一
の
墓
と
さ
れ
る

場
所
も
石
井
町
以
外
に
栃
木
県
や
島
根
県
に
あ
る
な
ど
、
非
常
に
多
く
の

与
一
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
ほ
ど
有
名
な
那
須
与
一
な

の
で
す
が
、
文
献
上
で
は
、『
平
家
物
語
』
や
そ
の
異
本
で
あ
る
「
 源
  平
  盛
 

げ
ん
 ぺ
い
 せ
い

 衰
  記
 」
な
ど
に
し
か
記
述
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。『
平
家
物
語
』
や
『
源
平
盛

す
い
 き

衰
記
』
は
史
実
を
も
と
に
脚
色
を
加
え
た
軍
記
物
と
い
わ
れ
る
ジ
ャ
ン
ル

に
あ
た
り
、
同
時
代
の
こ
と
に
つ
い
て
書
か
れ
た
『
 吾
  妻
 

あ
 ず
ま

 鏡
 』
な
ど
の
歴

か
が
み

史
書
と
比
べ
て
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
性
の
強
い
作
品
と
み
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
蓄
積
さ
れ
る
由
来
伝
承
の
た
ぐ
い
に
あ
る
程
度
の
脚
色
が
含
ま

れ
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
、
歴
史
学
の
史
料
批
判
に
耐
え
ら
れ
な
い

情
報
も
多
く
あ
り
ま
す
。こ
れ
に
従
い
、那
須
与
一
の
実
在
に
つ
い
て
も
、

真
実
は
わ
か
ら
な
い
、少
な
く
と
も
実
在
を
裏
付
け
る
証
拠
は
無
い
と
す

る
の
が
歴
史
学
的
に
は
誠
実
な
態
度
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
、
伝

承
が
虚
実
混
交
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
了
解
し
た
上
で
、
源
平

合
戦
物
語
の
ヒ
ー
ロ
ー
で
あ
る
那
須
与
一
へ
の
敬
慕
を
伝
え
て
き
た
過
去

の
人
々
の
心
性
を
受
け
継
ぎ
伝
え
て
ゆ
く
た
め
の
記
念
碑
と
し
て
、
伝
承

地
を
地
域
の
中
で
大
切
に
し
て
い
く
こ
と
は
十
分
に
意
義
の
あ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
の
地
域
の
も
の
が
た
り
の
継
承
を
担
う
メ
ン
バ
ー
と

し
て
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
も
大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 （
教
育
委
員
会
 社
会
教
育
課
　
壱
岐
）
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